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【要旨】小児慢性特定疾患の登録・管理システムにより収集しているデータの精度向上を目的に、現

システムの使用上の問題点と今後の登録管理システムのあり方3年間にわたって検討した。その結果、

今後の医療意見書作成システムの開発については、インターネットを使用した方式が適切であり、QRコ

ードの導入とその実用化である。
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A・研究目的

平成18年度から導入した「小児慢性特定疾患

の登録・管理システム泥r.4｣(以下、小慢ソフト

V4)の運用と時期の開発方針を検討し、今後の登

録管理ソフトのあり方を明らかにする目的で行

った。

B.研究方法

【19年度】小慢ソフトV4の動作試験を富士通

製パソコンで、WindowsVistaHomePremium

(32bitVersion)を使用して実施した。

【20年度】既存のソフトやシステムを参考に、

研究者間のディスカッション等により医療意見

書作成、登録管理システムの開発方針について検

討した。

【21年度】開発方針についての再検討し、登録

管理システムのあり方をまとめた。

C.結果および考察

【19年度】

1．小慢ソフトV4のWindowsVistaでの動作試験

①「・NetFramework」に関する問題点

Vistaで利用する場合、必ずインストールキッ

ト添付の「・NetFrameworkVerl.1」をインスト

ールする必要がある。

②各システム起動時に関する問題点

WindowsVistaでは「WindowsXPSP2互換モー

ド」に設定変更する。

③Windowsセキュリティに関する問題点

警告メッセージ「セキュリティ・ポリシーエ

ラー」の場合「続行」ボタンにより処理の継続が

可能である。

2.今後の小慢ｿﾌﾄの開発について

データおよびプログラムをサーバに置き、ネッ

トワークで結ばれたパソコンのブラウザを使用

して入力するシステムである。インターネットを

利用するため、暗号化通信を用いること、ユーザ

認証、IDとパスワード等が必須であること、デー

タをサーバにおくことになり、サーバの管理が重

要であるが、実用化が可能と思われる。

【20年度】

1．データ精度の向上に関する課題

・医療意見書記載ミスの減少
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・実施主体での入力ミスの減少

・入力の省力化

・入力ソフトの取扱方法の習熟

・登録管理ソフトのメンテナンス性の向上

･不具合の修正

・マスターテーブル管理

･多様なパソコン（機種）への対応

・多様なOSへの対応

2．医療意見書作成システムと登録管理システム

・パソコンソフトを使用して医療意見書を作

成することで､記載のミスを減少させる。こ

のデータに基づいて印刷された医療意見書

を提出する方式を用いることで精度が向上

する。

・継続申請時は前回（前年度）のデータをもと

に作成することができるため､専門医の労力

の軽減が可能となる。

・医療意見書のプリントアウト時にバーコー

ドやQRコード（マトリックス型二次元コー

ド)を印刷させる方式にして実施主体での入

力精度の向上と担当者の作業負担を軽減す

る。

・インターネット方式にし､ソフト使用時のみ

サーバ上で稼働し､医療意見書作成後はデー

タを手元にダウンロード､その後サーバのデ

ータをクリアできるシステムが有効と考え

られる。

3．医療意見害作成から登録管理までの流れ

申請から厚生労働省へのデータの流れについ

て、現状と今回検討したシステムを図1に示した。

今回提案した医療意見書作成システムについて

は、図2の通りである。作成から登録管理、厚生

労働省への電子データの提出の流れを示すと以

下のようになる。

①医師が医療意見書作成ホームページにアク

セスする→②前年度のデータがある場合は

データのアップロード（昨年と共通事項がコピー

される）→③今年度データの入力；電子

カルテからの読み込み→④医療意見書完成

→⑤PDF形式で印刷(QRコードまたはバーコー

ド付）→⑥データのダウンロード→⑦ロ

グオフ（サーバ上のデータの削除)。

⑧プリントアウトまたは電子データの医療意

見書を添付して申請→⑨申請書受理→

⑩審査会→⑪決定→⑫医療意見書デー

タの入力(QRコード読み込み）→⑬一括デー

タ出力→⑭厚生労働省へ提出(FD等)。

4．今後の課題

第1はセキュリティ対策である。第2に医療意

見書作成者と実施主体での管理を一緒に行う場

合、実施主体のデータ量に対応できるかどうかで

ある。

【21年度】

1．今後の登録管理ソフト･医療意見書作成システム

のあり方

登録管理ソフトの不具合の修正、疾患や実施主

体の追加変更等の必要性、多様な機種、複数のオ

ペレーティング・システムのバージョン対応等に

ついてのメンテナンス性の向上から、サーバ上に

ソフトを置くシステムにする。課題は実施主体の

担当者へ使用方法やセキュリティに関する研修

が必要性である。

ソフトにより作成した医療意見書のプリント

アウト時にバーコードやQRコード（マトリック

ス型二次元コード）を印刷させる方式が入力の省

力化とデータ精度の向上に有効であるが、課題と

してQRコードリーダーの導入や運用についての

問題が予測される。

D.結論

インターネットを利用した登録管理．医療意見

書作成システムを開発することは、現場の医療意

見書を作成する担当医や登録管理を行う実施主

体の担当者にとって、効率性がよく、利便性を高

める可能性が高い。バーコードやQRコードの活

用もイニシャルコストはかかるが、入力の省力化

とデータの精度を高めることに効果が大きい。従
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って、セキュリティ等の課題を踏まえ、試行を

重ねてシステムを開発することは有用であると

考えられる。
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